
 

 

横浜市少年自然の家（赤城林間学園・南伊豆臨海学園）の指定管理者の指定について 

 

１ 指定候補者の選定について 

(1)  審査結果 

   （赤城林間学園） 

   ３団体の応募があり、（財）横浜市体育協会が指定候補者として選定され

ました。 

   （南伊豆臨海学園） 

   ２団体の応募があり、（財）横浜市体育協会が指定候補者として選定され

ました。 

(2)  審査講評 

横浜市の施策や施設の課題を十分に把握して提案に反映させているなど、

提案内容が優れていました。 

 
２ 指定期間 

横浜市少年自然の家（赤城林間学園・南伊豆臨海学園）の指定管理について、

平成 23 年４月１日からの第２期の指定期間を３年間とします。 

第１期 平成 18 年４月１日～平成 23 年３月 31 日（５年間） 

第２期 平成 23 年４月１日～平成 26 年３月 31 日（３年間） 

 

３ 指定期間を３年間とする理由 

両施設とも開設後 30 年以上経過し、施設の老朽化が著しくなっています。

このため、標準の指定期間である５年より短くし、３年の間に施設のあり方 

を検討することといたしました。 

「横浜市事業評価会議」(平成 22 年８月開催）の結果も受けて、両施設を含

む野外活動施設等のあり方を検討しているところです。 

 

４ 施設の概要 

  裏面のとおり 
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横浜市少年自然の家概要 

 

 
目 的  

 恵まれた自然環境のなかでの集団宿泊生活、野外活動、自然観察等を通して、

体力の向上を図るとともに豊かな情操及び社会性を培い、心身ともに健全な少年

を育成するため、横浜市少年自然の家を設置する。  
 
事 業  

１ 集団宿泊生活の指導に関すること  
２ 野外活動、体育及びレクリエーション活動に関すること  
３ 自然観察その他の自然に親しむ学習活動に関すること等  

使用者  
の範囲  

１ 横浜市内の少年団体  
２ 横浜市内の小学校、中学校、中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の

小学部及び中学部の児童生徒の団体  
３ 上記２団体の指導者又は引率者  
４ その他教育委員会が認めた者  

赤城林間学園  南伊豆臨海学園  

施設  
概要  

群馬県利根郡昭和村糸井７１３５  
開設年月日：昭和５４年４月１日  
敷地面積： ５９４ ,２９８㎡  
延床面積： ５ ,１４２㎡（ＲＣ２階）

      １ ,４６４㎡ (雨天集会場 )
宿泊定員：４００人、キャンプ場：４００人

（キャンプ場の開設は昭和４７年）  

静岡県賀茂郡南伊豆町子浦１４３７  
開設年月日：昭和５５年１１月２２日  
敷地面積： ８ ,６４２㎡  
延床面積： ２ ,７６４㎡（ＲＣ３階）

宿泊定員： ２００人  
 

第１期  
指 定 管

理者  

（財）横浜市体育協会  
平成 22 年度指定管理費 ７９ ,１０４千円  

（財）横浜市体育協会  
平成 22 年度指定管理費 ５４ ,１７４千円  

年度  団体  実人数 (人 ) 延人数 (人） 年度 団体  実人数(人) 延人数（人）

19 ３５８ １３,９０２ ３７,８９６ 19 ２２９ ９,６８８ ２８,８１１ 

20 ３６８ １４,０４３ ３９,１６３ 20 ２２５ １０,６０５ ３１,５６１ 

利用  
状況  

21 ３６５ １３,８１４ ３７,８９７ 21 ２００ １０,２９５ ３０,３０９ 

うち小中学校の利用 団体 20％、人数 58％
うち市内小中学校  団体 76％（ 55 校）、

人数 80％  
施設利用率（利用日数／開所日数）約 65％

うち小中学校の利用 団体 40％、人数 83％  
うち市内小中学校  団体 95％（ 78 校）、

人数 90％  
施設利用率（利用日数／開所日数）約 56％  

(平成 21

年度) 

※新型インフルエンザの影響によるキャンセルが多く発生したため、実績が減少  

外観  

 
 
 
 
 
 
 

 




